
はじめに、貴社の「社名」「代表者名（年齢）」をご記入ください。

問１ 貴社（事業所）の概要について伺います。

貴社（事業所）の主たる業種

２業種以上に該当する場合は、売上が最も大きい業種１つに〇をつけてください。

　６）宿泊業　　７）その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

常用雇用の従業員数 該当する項目に○をつけてください。

※問２～３は、「（前の６か月間と比べた）実績」及び「（今後６か月間の）先行きの変化」

　についてのご判断をご記入ください。

問２ 貴社（事業所）の「売上高」「営業利益」「設備投資」「資金繰り」について伺います。

売上高 支援金等が含まれている場合は、その金額を除いてご記入ください。

該当する項目に○をつけてください。

営業利益 該当する項目に○をつけてください。

※売上総利益（粗利）から経費を差し引いたものです。

設備投資 該当する項目に○をつけてください。

　１）製造業　　２）卸売・小売業　　３）建設業　　４）サービス業　　５）飲食業　　

１－２

　１）５人未満　　　２）５～１０人未満　　　３）１０～１５人未満　　　４）１５～２０人

２－１

直近決算期

売上高
千円

かづの商工会地域経済動向調査票（令和６年８月調査）

社名

代表者名 （　　　　歳）

１－１

やや
不変

やや
減少

増加 減少 増加 減少

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

（※令和５年７～１２月期と比較し） （※令和６年１～６月期と比較し）

増加
やや

不変
やや

減少 増加

２－２

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

（※令和５年７～１２月期と比較し） （※令和６年１～６月期と比較し）

増加
やや

不変
やや

減少 増加
やや

不変
やや

減少
増加 減少 増加 減少

２－3

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

（※令和５年７～１２月期と比較し） （※令和６年１～６月期と比較し）

増加
やや

不変
やや

減少
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増加
やや

不変
やや

減少
増加 減少 増加 減少



問３ 貴社（事業所）の「販売数量」「販売単価」「仕入価格（単価）」について伺います。

販売数量 該当する項目に○をつけてください。

販売単価 該当する項目に○をつけてください。

仕入価格（単価） 該当する項目に○をつけてください。

※問４からは、６か月前と比べての変化ではなく、「該当期間の実績」及び「先行きの状況」

　について、貴社（事業所）のご判断に最も近いものをご記入ください。

問４ 貴社（事業所）の「資金繰り」「雇用人員」について伺います。

資金繰り 該当する項目に○をつけてください。

雇用人員 該当する項目に○をつけてください。

問５ 貴社（事業所）の「業況」について伺います。

該当する項目に○をつけてください。

上記「業況」判断について、その背景や要因についてご記入ください。

３－１

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

（※令和５年７～１２月期と比較し） （※令和６年１～６月期と比較し）

やや
不変

やや
減少

増加 減少 増加 減少
増加

やや
不変

やや
減少 増加

３－２

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

（※令和５年７～１２月期と比較し） （※令和６年１～６月期と比較し）

増加
やや

不変
やや

減少 増加
やや

不変
やや

減少
増加 減少 増加 減少

３－３

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

（※令和５年７～１２月期と比較し） （※令和６年１～６月期と比較し）

増加
やや

不変
やや

減少 増加
やや

不変
やや

減少
増加 減少 増加 減少

普通
やや

悪い
良い 悪い 良い 悪い

４－１

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

良い
やや

普通
やや

悪い 良い
やや

適正
やや

不足
過剰 不足 過剰 不足

４－２

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

過剰
やや

適正
やや

不足 過剰
やや

令和６年１～６月期（実績） 令和６年７～１２月期（見通し）

良い
やや

普通
やや

悪い 良い
やや

普通

【実　績】

【見通し】
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やや
悪い

良い 悪い 良い 悪い



問６ 貴社（事業所）において、当面の経営上の課題と考えているものはどのようなものですか。

あてはまる番号を３つまで選び〇をつけてください。

 １）人件費の増加 ７）売上・受注不振 13）原材料・仕入製（商）品価格の上昇

 ２）人員過剰 ８）在庫過剰 14）販売・請負価格の低下

 ３）人材育成難 ９）設備・店舗等の老朽化 15）諸経費の増加

 ４）人材の不足・求人難 10）合理化・省力化への対応 16）資金繰り難・資金不足

 ５）技術力の不足 11）生産能力の不足 17）顧客（ユーザー）ニーズの把握

 ６）販売能力の不足 12）新商品・新サービスの開発難 18）競争の激化

問７ 原油価格や物価高騰等による経営への影響について伺います。

　７－１ 現時点での影響の有無について伺います。該当する項目に〇をつけてください。

 １）影響を受けている

 ２）現時点で影響を受けていないが、今後影響が見込まれる

 ３）現時点で受けておらず、今後も影響はない(以降、問７は回答不要)

※問７-2から3については、あてはまる番号を全て選び〇をつけてください。

　７－２ 原油価格や物価高騰等によりどのような影響を受けていますか。

または見込まれますか。

 １）原材料・仕入れ価格の上昇に伴う利益圧迫

 ２）燃料価格の上昇に伴う利益圧迫

 ３）電気料金の上昇に伴う利益圧迫

 ４）物価高騰による消費の冷え込み

 ５）原材料・部品・資機材等の調達の遅れ

 ６）わからない

　７－３ 原油価格・物価高騰等に対してどのような対応をしていますか。

 １）節約に取り組む

 ２）商品・サービスの値上げ(価格転嫁)

 ３）人件費の削減

 ４）営業時間の短縮(休業日の増加含む)

 ５）販売メニュー・商品の変更

 ６）省力化・効率化を見据えた設備投資

 ７）休業している

 ８）その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　７－４ コスト増加分の価格転嫁はできていますか。該当する項目に〇をつけてください。

 １）全て転嫁できている

 ２）半分以上は価格転嫁できている

 ３）価格転嫁できたのは半分に満たない

 ４）全く転嫁できていない

 ５）コストが増加していないため、転嫁する必要がない

 ６）その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
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問８　 賃上げの状況について伺います。

　８－１　 令和６年の実施状況について

 １）すでに実施した

 ２）実施する予定

 ３）実施する予定はない

 ４）現段階では未定

 ５）労働者がいないため不要(以下、問8-2から問8-4は回答不要)

(問８－２、８－３は問８－１で「1」又は「2」を選択した事業者のみ回答してください)

　８－２ 平均の賃金引上げ幅を選択してください。

 １）1.0%以内 ４）3.0%～4.0%以内 ７）6.0%超

 ２）1.0%～2.0%以内 ５）4.0%～5.0%以内

 ３）2.0%～3.0%以内 ６）5.0%～6.0%以内

　８－３ 賃上げを実施した、またはする理由を選択してください。(複数回答可)

 １）従業員の生活を支えるため ６）新規採用者の初任給や既存従業員の給与の引き上げのため

 ２）最低賃金が上昇し続けているため ７）人件費の価格転嫁がすすんでいるため

 ３）物価上昇を反映したため ８）同業他社や地域の動向を反映したため

 ４）従業員のモチベーションアップのため ９）業績回復を賃金に反映させたため

 ５）人材の確保・定着のため 10）その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(問８－４は問８－１で「３」又は「４」を選択した事業者のみ回答してください)

　８－４ 賃上げを実施していない、または未定の理由を選択してください。

 １）業績が回復せず賃上げの原資がないため ６）設備投資など他の支出を優先するため

 ２）賃金を引き上げても価格転嫁が困難なため ７）パートの収入の壁による就業調整問題のため

 ３）経営環境や経済状況が不透明なため ８）その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

 ４）すでに同業他社や地域の水準以上にあるため

 ５）物価上昇により人件費以外のコストが増加しているため

問９ 物価高騰や賃上げに対応するために必要な支援策や要望についてご記入ください。

問10 かづの商工会及び行政に対して、ご意見やご要望がありましたらご記入ください。

～アンケート調査へのご協力ありがとうございました～

-４-


